
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（泊３号炉）

（５４９） 

２．日 時：令和５年７月１２日  １３時３０分～１５時５５分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室（一部ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者：（※ ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

宮本上席安全審査官※、秋本主任安全審査官、片桐主任安全審査官、 

平本安全審査専門職※ 

 

北海道電力株式会社：  

原子力事業統括部 部長（審査・運営管理担当）、他８名 

原子力事業統括部 泊発電所 安全管理課 副長※、他２７名※ 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

６．その他 

提出資料： 

（１）泊発電所３号炉 技術的能力審査基準及び設置許可基準規則等への適合

状況について（審査会合における指摘事項回答） 

（２）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大

事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術的

能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．０ 重大事故等対策

における共通事項（ＳＡＴ１００ ｒ．８．０） 

（３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事故

等対処設備）１．３ 重大事故等対処設備【４３条】（ＳＡ４３ ｒ．６．

０） 

（４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事故

等対処設備）補足説明資料 ４３条（ＳＡ４３Ｈ ｒ．７．０） 

（５）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大

事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術的

能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．０ 重大事

故等対策における共通事項（ＳＡＴ１００－９ ｒ．７．０） 

（６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事故

等対処設備）比較表 １．３ 重大事故等対処設備【４３条】（ＳＡ４３

－９ ｒ．６．０） 

（７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事故



 

等対処設備）補足説明資料 比較表 ４３条（ＳＡ４３Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（８）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 43 条 重大事故等

対処設備） 

（９）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大

事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術的

能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１ 緊急停止失敗時

に発電用原子炉を未臨界にするための手順等（ＳＡＴ１０１ ｒ．８．０） 

（１０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．１ 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするた

めの設備【４４条】（ＳＡ４４ ｒ．７．０） 

（１１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ４４条（ＳＡ４４Ｈ ｒ．７．０） 

（１２）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１ 緊急

停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等（ＳＡＴ１０１

－９ ｒ．７．０） 

（１３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．１ 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界

にするための設備【４４条】（ＳＡ４４－９ ｒ．７．０） 

（１４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ４４条（ＳＡ４４Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（１５）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 44 条 緊急停止

失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備） 

（１６）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．２ 原子炉冷却材

圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等（ＳＡＴ

１０２ ｒ．９．０） 

（１７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．２ 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子

炉を冷却するための設備【４５条】（ＳＡ４５ ｒ．７．０） 

（１８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ４５条（ＳＡ４５Ｈ ｒ．７．０） 

（１９）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．２ 原子

炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等



 

（ＳＡＴ１０２－９ ｒ．８．０） 

（２０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．２ 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発

電用原子炉を冷却するための設備【４５条】（ＳＡ４５－９ ｒ．７．０） 

（２１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ４５条（ＳＡ４５Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（２２）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．３ 原子炉冷却材

圧力バウンダリを減圧するための手順等（ＳＡＴ１０３ ｒ．９．０） 

（２３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．３ 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設

備【４６条】（ＳＡ４６ ｒ．７．０） 

（２４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ４６条（ＳＡ４６Ｈ ｒ．７．０） 

（２５）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．３ 原子

炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等（ＳＡＴ１０３－９ 

ｒ．８．０） 

（２６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．３ 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する

ための設備【４６条】（ＳＡ４６－９ ｒ．７．０） 

（２７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ４６条（ＳＡ４６Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（２８）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.3 原

子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等） 

（２９）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 46 条 原子炉冷

却材圧力バウンダリを減圧するための設備） 

（３０）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．４ 原子炉冷却材

圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等（ＳＡＴ

１０４ ｒ．９．０） 

（３１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．４ 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子

炉を冷却するための設備【４７条】（ＳＡ４７ ｒ．７．０） 

（３２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事



 

故等対処設備）補足説明資料 ４７条（ＳＡ４７Ｈ ｒ．７．０） 

（３３）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．４ 原子

炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等

（ＳＡＴ１０４－９ ｒ．８．０） 

（３４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．４ 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発

電用原子炉を冷却するための設備【４７条】（ＳＡ４７－９ ｒ．７．０） 

（３５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ４７条（ＳＡ４７Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（３６）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．５ 最終ヒートシ

ンクへ熱を輸送するための手順等（ＳＡＴ１０５ ｒ．９．０） 

（３７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．５ 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備【４

８条】（ＳＡ４８ ｒ．７．０） 

（３８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ４８条（ＳＡ４８Ｈ ｒ．７．０） 

（３９）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．５ 最終

ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等（ＳＡＴ１０５－９ ｒ．８．

０） 

（４０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．５ 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための

設備【４８条】（ＳＡ４８－９ ｒ．７．０） 

（４１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ４８条（ＳＡ４８Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（４２）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.5 最

終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等） 

（４３）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 48 条 最終ヒー

トシンクへ熱を輸送するための設備） 

（４４）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．６ 原子炉格納容

器内の冷却等のための手順等（ＳＡＴ１０６ ｒ．９．０） 



 

（４５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．６ 原子炉格納容器内の冷却等のための設備【４９条】

（ＳＡ４９ ｒ．７．０） 

（４６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ４９条（ＳＡ４９Ｈ ｒ．７．０） 

（４７）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．６ 原子

炉格納容器内の冷却等のための手順等（ＳＡＴ１０６－９ ｒ．８．０） 

（４８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．６ 原子炉格納容器内の冷却等のための設備

【４９条】（ＳＡ４９－９ ｒ．７．０） 

（４９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ４９条（ＳＡ４９Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（５０）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．７ 原子炉格納容

器の過圧破損を防止するための手順等（ＳＡＴ１０７ ｒ．９．０） 

（５１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．７ 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備

【５０条】（ＳＡ５０ ｒ．７．０） 

（５２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ５０条（ＳＡ５０Ｈ ｒ．７．０） 

（５３）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．７ 原子

炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等（ＳＡＴ１０７－９ ｒ．

８．０） 

（５４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．７ 原子炉格納容器の過圧破損を防止するた

めの設備【５０条】（ＳＡ５０－９ ｒ．７．０） 

（５５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５０条（ＳＡ５０Ｈ－９ ｒ．２．

０） 

（５６）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．８ 原子炉格納容

器下部の溶融炉心を冷却するための手順等（ＳＡＴ１０８ ｒ．８．０） 

（５７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事



 

故等対処設備）２．８ 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための

設備【５１条】（ＳＡ５１ ｒ．７．０） 

（５８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ５１条（ＳＡ５１Ｈ ｒ．７．０） 

（５９）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．８ 原子

炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等（ＳＡＴ１０８－９ 

ｒ．７．０） 

（６０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．８ 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却す

るための設備【５１条】（ＳＡ５１－９ ｒ．７．０） 

（６１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５１条（ＳＡ５１Ｈ－９ ｒ．２．

０） 

（６２）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.8 原

子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等） 

（６３）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 51 条 原子炉格

納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備） 

（６４）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．９ 水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を防止するための手順等（ＳＡＴ１０９ ｒ．８．

０） 

（６５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．９ 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する

ための設備【５２条】（ＳＡ５２ ｒ．７．０） 

（６６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ５２条（ＳＡ５２Ｈ ｒ．７．０） 

（６７）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．９ 水素

爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等（ＳＡＴ１０

９－９ ｒ．７．０） 

（６８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．９ 水素爆発による原子炉格納容器の破損を

防止するための設備【５２条】（ＳＡ５２－９ ｒ．７．０） 

（６９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５２条（ＳＡ５２Ｈ－９ ｒ．２．

０） 



 

（７０）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.9 水

素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等） 

（７１）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 52 条 水素爆発

による原子炉格納容器の破損を防止するための設備） 

（７２）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１０ 水素爆発に

よる原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等（ＳＡＴ１１０ ｒ．９．

０） 

（７３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．１０ 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する

ための設備【５３条】（ＳＡ５３ ｒ．８．０） 

（７４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ５３条（ＳＡ５３Ｈ ｒ．８．０） 

（７５）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１０ 水

素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等（ＳＡＴ１１

０－９ ｒ．８．０） 

（７６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．１０ 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を

防止するための設備【５３条】（ＳＡ５３－９ ｒ．７．０） 

（７７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５３条（ＳＡ５３Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（７８）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.10 

水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等） 

（７９）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 53 条 水素爆発

による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備） 

（８０）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１１ 使用済燃料

貯蔵槽の冷却等のための手順等（ＳＡＴ１１１ ｒ．９．０） 

（８１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．１１ 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備【５４

条】（ＳＡ５４ ｒ．７．０） 

（８２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ５４条（ＳＡ５４Ｈ ｒ．７．０） 

（８３）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術



 

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１１ 使

用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等（ＳＡＴ１１１－９ ｒ．８．０） 

（８４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．１１ 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設

備【５４条】（ＳＡ５４－９ ｒ．７．０） 

（８５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５４条（ＳＡ５４Ｈ－９ ｒ．３．

０） 

（８６）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.11 

使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等） 

（８７）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１２ 発電所外へ

の放射性物質の拡散を抑制するための手順等（ＳＡＴ１１２ ｒ．９．０） 

（８８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．１２ 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するため

の設備【５５条】（ＳＡ５５ ｒ．７．０） 

（８９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ５５条（ＳＡ５５Ｈ ｒ．６．０） 

（９０）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１２ 発

電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等（ＳＡＴ１１２－

９ ｒ．８．０） 

（９１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．１２ 発電所外への放射性物質の拡散を抑制

するための設備【５５条】（ＳＡ５５－９ ｒ．７．０） 

（９２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５５条（ＳＡ５５Ｈ－９ ｒ．１．

０） 

（９３）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１３ 重大事故等

時に必要となる水の供給手順等（ＳＡＴ１１３ ｒ．９．０） 

（９４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）２．１３ 重大事故等時に必要となる水源及び水の供給設

備【５６条】（ＳＡ５６ ｒ．７．０） 

（９５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 ５６条（ＳＡ５６Ｈ ｒ．６．０） 

（９６）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重



 

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１３ 重

大事故等時に必要となる水の供給手順等（ＳＡＴ１１３－９ ｒ．８．０） 

（９７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）比較表 ２．１３ 重大事故等時に必要となる水源及び水

の供給設備【５６条】（ＳＡ５６－９ ｒ．７．０） 

（９８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大事

故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５６条（ＳＡ５６Ｈ－９ ｒ．１．

０） 

（９９）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.13 

重大事故等時に必要となる水の供給手順等） 

（１００）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１４ 電源の確

保に関する手順等（ＳＡＴ１１４ ｒ．９．０） 

（１０１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．１４ 電源設備【５７条】（ＳＡ５７ ｒ．９．０） 

（１０２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 ５７条（ＳＡ５７Ｈ ｒ．９．０） 

（１０３）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１４ 

電源の確保に関する手順等（ＳＡＴ１１４－９ ｒ．８．０） 

（１０４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．１４ 電源設備【５７条】（ＳＡ５７－９ 

ｒ．８．０） 

（１０５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５７条（ＳＡ５７Ｈ－９ ｒ．

３．０） 

（１０６）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.14 

電源の確保に関する手順等） 

（１０７）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 57 条 電源設

備） 

（１０８）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１５ 事故時の

計装に関する手順等（ＳＡＴ１１５ ｒ．９．０） 

（１０９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．１５ 計装設備【５８条】（ＳＡ５８ ｒ．９．０） 

（１１０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大



 

事故等対処設備）補足説明資料 ５８条（ＳＡ５８Ｈ ｒ．９．０） 

（１１１）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１５ 

事故時の計装に関する手順等（ＳＡＴ１１５－９ ｒ．８．０） 

（１１２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．１５ 計装設備【５８条】（ＳＡ５８－９ 

ｒ．８．０） 

（１１３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５８条（ＳＡ５８Ｈ－９ ｒ．

８．０） 

（１１４）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 58 条 計装設

備） 

（１１５）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１６ 原子炉制

御室の居住性等に関する手順等（ＳＡＴ１１６ ｒ．１０．０） 

（１１６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．１６ 原子炉制御室【５９条】（ＳＡ５９ ｒ．１

１．０） 

（１１７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 ５９条（ＳＡ５９Ｈ ｒ．１１．０） 

（１１８）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１６ 

原子炉制御室の居住性等に関する手順等（ＳＡＴ１１６－９ ｒ．９．０） 

（１１９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．１６ 原子炉制御室【５９条】（ＳＡ５９

－９ ｒ．１０．０） 

（１２０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 ５９条（ＳＡ５９Ｈ－９ ｒ．

１０．０） 

（１２１）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.16 

原子炉制御室の居住性等に関する手順等） 

（１２２）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 59 条 運転員

が原子炉制御室にとどまるための設備） 

（１２３）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１７ 監視測定

等に関する手順等（ＳＡＴ１１７ ｒ．１０．０） 



 

（１２４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．１７ 監視測定設備【６０条】（ＳＡ６０ ｒ．１

１．０） 

（１２５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 ６０条（ＳＡ６０Ｈ ｒ．１２．０） 

（１２６）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１７ 

監視測定等に関する手順等（ＳＡＴ１１７－９ ｒ．１０．０） 

（１２７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．１７ 監視測定設備【６０条】（ＳＡ６０

－９ ｒ．１０．０） 

（１２８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 ６０条（ＳＡ６０Ｈ－９ ｒ．

５．０） 

（１２９）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.17 

監視測定等に関する手順等） 

（１３０）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（第 60 条 監視測

定設備） 

（１３１）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１８ 緊急時対

策所の居住性等に関する手順等（ＳＡＴ１１８ ｒ．１１．０） 

（１３２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．１８ 緊急時対策所【６１条】（ＳＡ６１ ｒ．１

１．０） 

（１３３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 ６１条（ＳＡ６１Ｈ ｒ．１２．０） 

（１３４）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１８ 

緊急時対策所の居住性等に関する手順等（ＳＡＴ１１８－９ ｒ．１１．

０） 

（１３５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．１８ 緊急時対策所【６１条】（ＳＡ６１

－９ ｒ．１１．０） 

（１３６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 ６１条（ＳＡ６１Ｈ－９ ｒ．

１１．０） 

（１３７）泊発電所３号炉 ヒアリングコメント回答リスト（技術的能力 1.18 



 

緊急時対策所の居住性等に関する手順等） 

（１３８）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 １．１９ 通信連絡

に関する手順等（ＳＡＴ１１９ ｒ．９．０） 

（１３９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．１９ 通信連絡を行うために必要な設備【６２条】

（ＳＡ６２ ｒ．９．０） 

（１４０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 ６２条（ＳＡ６２Ｈ ｒ．９．０） 

（１４１）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 １．１９ 

通信連絡に関する手順等（ＳＡＴ１１９－９ ｒ．９．０） 

（１４２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．１９ 通信連絡を行うために必要な設備

【６２条】（ＳＡ６２－９ ｒ．９．０） 

（１４３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 ６２条（ＳＡ６２Ｈ－９ ｒ．

４．０） 

（１４４）泊発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技

術的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 ２．１ 可搬型設備

等による対応（ＳＡＴ２０１ ｒ．９．０） 

（１４５）発電所３号炉 「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重

大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料 比較表 ２．１ 可搬

型設備等による対応（ＳＡＴ２０１－９ ｒ．８．０） 

（１４６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．２０ １次冷却設備（ＳＡＤＢ１ ｒ．６．０） 

（１４７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 １次冷却材設備（ＳＡＤＢ１Ｈ ｒ．５．

０） 

（１４８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．２０ １次冷却設備（ＳＡＤＢ１－９ ｒ．

６．０） 

（１４９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 １次冷却材設備（ＳＡＤＢ１Ｈ

－９ ｒ．０．０） 

（１５０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大



 

事故等対処設備）２．２１ 原子炉格納施設（ＳＡＤＢ２ ｒ．６．０） 

（１５１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 原子炉格納施設（ＳＡＤＢ２Ｈ ｒ．５．

０） 

（１５２）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．２１ 原子炉格納施設（ＳＡＤＢ２－９ 

ｒ．６．０） 

（１５３）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 原子炉格納施設（ＳＡＤＢ２Ｈ

－９ ｒ．０．０） 

（１５４）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．２２ 燃料貯蔵設備（ＳＡＤＢ３ ｒ．６．０） 

（１５５）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 燃料貯蔵設備（ＳＡＤＢ３Ｈ ｒ．５．

０） 

（１５６）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．２２ 燃料貯蔵設備（ＳＡＤＢ３－９ ｒ．

６．０） 

（１５７）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 燃料貯蔵設備（ＳＡＤＢ３Ｈ－

９ ｒ．０．０） 

（１５８）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）２．２３ 非常用取水設備（ＳＡＤＢ４ ｒ．６．０） 

（１５９）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 非常用取水設備（ＳＡＤＢ４Ｈ ｒ．５．

０） 

（１６０）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）比較表 ２．２３ 非常用取水設備（ＳＡＤＢ４－９ 

ｒ．６．０） 

（１６１）泊発電所３号炉 設置許可基準規則等への適合状況について（重大

事故等対処設備）補足説明資料 比較表 非常用取水設備（ＳＡＤＢ４Ｈ

－９ ｒ．０．０） 

（１６２）泊発電所３号炉 前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト 技

術的能力 

（１６３）泊発電所３号炉 前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト Ｓ

Ａ 

 

以上 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:00 規制庁アキモトです。それでは、本日のヒアリングを開始します

北海道電力泊発電所 3号炉の今日は設備手順、 

0:00:15 関係の審査会合における指摘事項の回答ということ。 

0:00:19 をメインにやっていきたいと思いますそれではじゃあ、事業者か

ら説明をお願いします。 

0:00:29 北海道電力田口です。本日のヒアリングですけれども、今お話い

ただいた通り、ＳＡ手順、設備手順の全条文に渡って、 

0:00:40 資料館の整合をとったりとか記載の適正化を進めて参りましたの

でご説明したいと思っております。 

0:00:49 説明については基本ヒアリングのコメント回答が残っているよう

なものを各条文、順番に流していきますので、その中でお話いた

します。その時に、 

0:00:59 適正化してきた箇所の中から幾つかご説明すべきものがあればそ

の時に合わせて話して、条文ごとに流していく形でいきたいと思

ってます。 

0:01:08 まず最初なんですけれども、 

0:01:13 ＳＡ設備の補足説明資料全般のお話をまずさせていただいてそれ

から各所に流したいと思っています。 

0:01:21 補足説明資料前回お出しした時に 

0:01:25 リファレンスしてるところと比べて空白のページがあったりと

か、そこに対して何も説明がないと、いうような状態の資料でし

たので、そこの部分を改めて見直して、 

0:01:36 作って参りました。 

0:01:39 やってきた内容については、 

0:01:41 ちょっと資料が飛んでしまうんですけれども、 

0:01:45 資料のナンバー、 

0:01:49 資料の 3－6比較表。 

0:01:53 なんですけれども、 

0:02:01 補足説明資料の比較表。 

0:02:03 これ 44 条の 3。 

0:02:05 ものですけれども、全般について、どういう考え方で作ったかと

いうことを取りまとめた資料のような形で、 

0:02:13 1 ページ目 2ページ目に挟んでいます。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:02:16 1 ページ目の内容については前回お出しした時にこういう考え方

で、先行の記載と、 

0:02:25 エビデンス類について、大きな差はありませんというご説明だっ

たんですけれども、 

0:02:31 2 ページ目、 

0:02:33 2、今回全体的な資料の整合とか、そういうのを、どういう観点で

やったかということをまとめて、 

0:02:40 おります。そこに書いてあるのは、ちょっと簡単に読みますね。 

0:02:46 まず女川 2号と比較が可能なのは 50 条のＳＦＰのところでしたの

で、そこで、女川の資料と比較した上で記載を充実すべきものを

抽出してそれを前条に展開しましたということを書く上でやっ

て、 

0:03:00 おります。 

0:03:01 その下、かぎ括弧で書いている、いくつかのポイント共通として

資料構成の変更が最初にあります。 

0:03:10 書類の構成については、女川 2号炉と同じにしました。 

0:03:16 ですので多いと書く上では設備が似てるので比べていくんですけ

れども、資料の構成が変わっているのでこれは次に行きましてこ

こという形に、 

0:03:24 今回、 

0:03:25 整理をしております。 

0:03:30 幾つかポツがありますけどそこはちょっと飛ばします。 

0:03:34 それ以外に下の方で配置図試験検査系統図容量設定根拠。 

0:03:39 タンケツとかの図面類について、幾つかポイントを記載して、 

0:03:44 おります。 

0:03:46 配置図に関しては、新たに作成した図面が上の方で書いている通

りなんですけども、 

0:03:52 接続とか配管場所図、 

0:03:55 保管場所とかアクセスルート図とかＰＷの時代じゃなかったよう

な図面類を作っていっていますので、 

0:04:03 それらについては、 

0:04:08 1 ページの方に示している通りの感じで、 

0:04:12 確認すべき項目が変わりましたということを、前回もご説明して

おります。 

0:04:18 それ以外には、機能喪失を想定する設計基準事故対処設備、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:04:23 こちらの方が女川の方では、 

0:04:25 いろいろと図示等で説明がかなりされていますのでそれを踏まえ

て反映をして、 

0:04:32 います。 

0:04:34 あとは写真とか、そういうものも長尾参照して、付けるものにつ

いては、 

0:04:40 統一してつけるという形で充実をしております。 

0:04:44 あとは 

0:04:46 操作性の観点で、中央制御室の操作スイッチとかの配置図も、 

0:04:51 示されていますのでそういうものも追加して、 

0:04:54 いきます。 

0:04:55 現場操作を行う弁については、現場操作支障がないということを

写真で示しておりましたのでそれも追加をしています。 

0:05:05 次の試験検査に関しては、 

0:05:07 この資料に関していろいろなアノてどころのものを、 

0:05:11 ＰＷの時から使っていましたので、 

0:05:14 ただし試験検査ができることを示す資料として問題がないんです

よということを、もし違う資料を持ちてるときにはそういう理由

のところに記載を、 

0:05:23 しています。 

0:05:29 そんなところ。 

0:05:30 残る。 

0:05:34 高速整理資料についての、 

0:05:36 充実の観点は大まかにはそういうことをやっておりますので、今

回資料を積んでおりますんで何かお気づきのところがあれば各条

のご説明の中で確認いただければと思っております。では、 

0:05:49 頭に戻って、43 条から、 

0:05:52 説明会します。 

0:05:59 はい。北海道電力のイチタニです。それでは 43 条は、ヒアリング

コメント回答リストがまずあるんですけれどもそれが資料 2の 7

番になります。 

0:06:13 2 の 7 番なんですけれども、4分の 4ページ目に接続口のコメント

回答がまだ残ってございます。 
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0:06:23 こちらについては、来週 18 日にヒアリングセットさせていただい

ておりますので、今日、今日のコメント回答リストとしては後日

回答予定と。 

0:06:37 いうふうにさしていただいております。 

0:06:41 ですが、コメント回答リストはそんなところです。 

0:06:47 はい。そして、では記載、適正化仮称リストというものがござい

ます。資料、 

0:06:57 28 条、28 ですね。 

0:07:01 はい。ただ、多分、 

0:07:04 何でしょう、1010 センチ弱の束になってるやつに、各条文の記載

適正性設備関係の記載適正化がまとまってございます。 

0:07:14 こちらで条文ごとに説明して参ります。40、最初 41 条ありますけ

れどもこれは本日のヒアリングメニューの対象外でございますの

で、 

0:07:25 43 条、 

0:07:27 は、右下の通しページの 7ページ目。 

0:07:33 になります。 

0:07:41 はい。それでは 43 条の記載適正化リストをからですけれども、 

0:07:48 ほとんどが 

0:07:50 記載の統一とかですね、今日の 1で見直した用語を反映しました

と、いうようなものがほとんどなんですけれども、 

0:08:00 ナンバー15 番。 

0:08:07 有効性評価想定事故 1、想定事故 2におけるＳＦピットへの注水量

見直しを反映しました。 

0:08:14 この資料ですけれども、43 条の補足説明資料の比較表を、をご覧

いただきたいと思います。 

0:08:24 補足説明資料の比較表なので、資料番号でいくと 2－6。 

0:08:30 になります。 

0:08:37 そして今日の比較表ですので、 

0:08:41 9 ページ番号今日の 4－9ページというところになりますので少し

ページが後ろの方になります。 

0:08:52 よろしいですかね今日の 4という資料は、可搬型重大事故等対象

設備の必要数、予備数保有数についてという資料でございました

けれども、ここで、可搬型大型送水ポンプ車の必要な台数を出す

ために、 
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0:09:08 目的この目的で何立米ずつ必要になりますと、いうことを整理し

てございます。今日の 4－9ページ、 

0:09:17 でいきますと、使用済み燃料ピットへの注水なんですけれども、

25 立米以上が必要であると、前は 47 立米以上が必要であるという

ふうに書いてございました。 

0:09:29 これについては、 

0:09:31 もともと、 

0:09:33 以前完結給水を想定した流量をとかで組んであったんですけれど

も、 

0:09:42 連続給水連続給水をしたとしても必要な有量を確保できるよう

に、燃料タンク括弧ＳＡというものを追加。 

0:09:52 したこともありますので、 

0:09:54 連続給水想定想定事故 1とかでいきますと、 

0:10:00 蒸散量ですね、蒸発していく量が 19．なにがし立米パーアワー、

それを補給できる、量として少し余裕ました 25 立米。 

0:10:11 というふうに強い見直しでございます。 

0:10:14 これは、大井とか伊方ぬとかと、ほぼ蒸散量と、補給量の関係と

しては、 

0:10:24 同等の、 

0:10:26 流量に設定をし直しましたというところでございます。 

0:10:33 その一つは、今度、記載適正化リストのナンバー19 番でございま

す。こちらは 57 条と、からの展開なんですけれども、 

0:10:44 この同じ今日の 4という資料のもうちょっと後ろの方に、 

0:10:49 今日、 

0:10:51 比較ページ番号でいくと、今日の 4－31 ページになりますかね。 

0:10:58 これ比較表だからちょっとちっちゃくて見づらいんですけれど

も、 

0:11:03 可搬型代替交流電源設備、 

0:11:07 の、 

0:11:10 ワット数が書いてありました。 

0:11:12 540ｋＷ、 

0:11:14 と書いてあったんですけれども、 

0:11:18 この辺積み上げの見直しだったかな 57 条の方でやっておりまし

て、553ｋＷが直精製ですと、いうことですので、そいつを、こち

らの資料にもオノ反映をしてございます。 
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0:11:34 適正化率と、43 条としては、特記すべきところはそれぐらいであ

とは用語の統一を図ったと、いうようなものでございます。 

0:11:44 43 条のご説明は以上になります。 

0:12:00 北海道電力古谷でございます。1.0 についてなんですけれども、1

件だけご説明させていただきたい事項がございます。 

0:12:11 資料の 27 番で技術的能力の適正化、仮称リスト。 

0:12:19 をご提示しておりまして、 

0:12:22 通しページの 1ページのナンバー2番。 

0:12:27 になります。 

0:12:33 こちらは、審査の島根さんの新生児室審査実績を踏まえまして、 

0:12:40 あと複数号炉の同時被災の場合には、情報の混乱や指揮命令が遅

れることのないように配置しております。 

0:12:50 号機責任者の代行者と代行順位をあらかじめ定めるということに

ついて、追記をしてございます。 

0:12:58 比較表の資料でいきますと、 

0:13:02 資料 2－4、Ａが 1.0 の比較表になりまして、 

0:13:10 資料 2－4のですね、1.0－37 ページになります。 

0:13:31 はい。1.0－37 ページのところのかっこうＧ、になります。 

0:13:38 左側の女川の欄に島根さん、島根 2号炉さんの記載を追加しまし

て、 

0:13:47 島根さんでいうと統括という今の名称になっておりますけれど

も、泊としては 5基責任者。 

0:13:54 という名称になっておりましてその代行者と代行順位をあらかじ

め定めるということで追記をしてございます。その他添付資料の

体制の部分ですとか、 

0:14:07 すべて反映しておりますので、説明は割愛させていただきます。

1.0 は以上になります。 

0:14:23 はい。それでは、今度設備側の、今度 44 条、になります。資料の

28 番の右下通しページ 11 ページ目からになります。 

0:14:35 こちらは基本的にはあの後、用語の統一とか、誤記の訂正、その

ような資料館の整合としたものでございますので、特に特記すべ

き部分はございません。 

0:14:52 44 条以上です。 

0:15:23 はい、ではですね 44 なくて 45 も特記すべきものがございませ

ん。46 条に、コメント回答がございますので、 
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0:15:34 コメント回答リスト自体は、資料の 5－8。 

0:15:40 になります。 

0:15:44 はい。で、資料 5－8の一番最後のページ、こちら、先ほど田口か

らご説明したような部分の、 

0:15:57 とかぶるんですけれども、5分の 5、№15 番です、容量設定根拠に

ついて女川等の審査実績を踏まえて十分となっているか確認し説

明することという部分でございました。 

0:16:10 先ほどご説明したように 54 条の補足説明資料で女川、大井泊の 3

連比較表を作成しまして必要となるものを追加。 

0:16:22 してございますそれは、容量設定根拠に限らずですけれども、や

ってございます。で、容量設定根拠に反映したものとしては以下 0

を挙げまして、 

0:16:34 容量しようって書いてるところに変更前変更をっていう記載であ

ったものに対して、先行の審査実績は、変更前変更後ではないの

で、 

0:16:45 変更後の記載といいますか、現設置のみ記載するような様式に変

えてございます。 

0:16:52 そして、46 条の 2ポツ目ですけれども、補助給水ピットの容量設

定根拠。 

0:16:58 大井の復水ピットの容量設定根拠が、その有効性評価におけるそ

の必要水量の評価みたいなものをつけるう形になっておりました

ものですから、 

0:17:10 泊としても設定根拠はそういう資料に 

0:17:15 入れ替えましたと。 

0:17:18 そして、三つ目のポツですね、後今度ちょっと 46 条に限らずで 54

条の補足説明資料ですけれども、 

0:17:27 容量設定根拠、可搬型スプレイノズル、ＳＦピットに水をうまく

やつですね、これ女川の可搬型スプレイヘッダの容量設定根拠資

料を見ますと、 

0:17:39 燃料体の崩壊熱を除去するために必要なスプレイ流量とか、範囲

でこう、スプレイさせる範囲でちゃんとＳＦピットに対して終え

ますとか、 

0:17:51 それに対して崩壊熱を除去できるだけの水量がありますという、

思慮になっておりましたので、泊の方も、そういう、そのような

設定、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:18:02 根拠資料にすると。 

0:18:04 いうような形で先行実績と比較をした上で 

0:18:09 用量設定根拠を、の記載を見直してございます。 

0:18:14 46 条のコメント回答は以上です。 

0:18:18 では、記載適正化率等の方に参りますが、資料 28 の通しページで

いきますと 15 ページ目になります。 

0:18:31 ですね、ここはちょっと 

0:18:35 ナンバー2をちょっとご説明させていただきたいと思います。45

とか 46 とかに、 

0:18:43 非常用直流電源設備っていう名称でちょっと設備側、記載してお

ったんですけれども、所内常設蓄電式直流電源設備と、 

0:18:54 いう名称に変更してございますこれは技術的能力側で、そのバッ

テリー系のものを、その名称で記載しているというところもあり

まして、 

0:19:05 なので本文に書いていた、非常用直流電源設備というものが今回 

0:19:11 所内常設蓄電式直流電源設備に変わっているという部分がありま

すので、ちょっとご説明をいたしました。 

0:19:22 46 条を、 

0:19:24 としては、とはそんなところです。全体的なお話としましては、

本文のヒアリング等を進めていく中で、系統図の記載の充実と

か、 

0:19:37 見直しなんかをやっておりますので、 

0:19:41 設備側の添付資料とか、補足説明資料にも系統図ございますけれ

どもそういったものの系統図も、最新版の本文の系統図と整合す

るように見直したりとか、 

0:19:53 そんなことをやってございます。 

0:19:56 46 条は、以上になります。 

0:20:00 47 条は、特にご説明するところがありません。 

0:20:07 48 条、申し上げると、右下 21 ページ目でございます。 

0:20:16 ナンバー12 番。 

0:20:20 再循環のダクト開放機構、概略図ですけれども、6月ヒアリングの

事実確認があったときに、もうちょっとこう、動作機構とかがわ

かりやすいないですかというような、 

0:20:36 事実確認がございましたので、それを反映して、これは補足説明

資料 48 の 11 番という資料なんですけれども、そちらに 
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0:20:47 機構の動作とかがわかりやすいように、への張りかえてございま

す。 

0:20:52 48 条は、 

0:20:53 特記すべき 

0:20:55 は、以上です。 

0:20:58 常時、 

0:21:00 取らないです。 

0:21:07 いつですか。はい。 

0:21:15 はい。 

0:21:17 はい。 

0:21:18 はい。 

0:21:19 はいすいません。 

0:21:21 はい。続きまして、4、49 条も同じように自然対流冷却の資料がご

ざいますので、ダクト開放機構の図を変えましたっていうのが№

の 14 番、右下 23 ページですね。 

0:21:35 言ったところ、 

0:21:37 50 条につきましても同じような、そこにも自然対流冷却な資料入

ってますので、 

0:21:46 ナンバー17 番、にそういった適正化リストの記載がございます。 

0:21:54 はい。 

0:21:55 51 条。 

0:21:58 51 条は特記してご説明するようなところはございます。 

0:22:05 1000、記載の適正化、一部誤記の訂正なんかぐらいですかね。 

0:22:11 52 条。 

0:22:13 には、コメント回答リストがございます。これは以前にも、多

分、御説明は別の条文とかで、 

0:22:23 ご説明申し上げているかと思うんですが、 

0:22:25 52 条のヒアリングコメント回答リストは、資料番号 11－8 です。 

0:22:32 はい。 

0:22:40 今コメント回答率とか他の条文飛ばしましたけれども、前回まで

に回答済みということでグレーアウトになったものをごめんなさ

い割愛いたしました。 

0:22:51 52 条のナンバー5番が、今回の本日回答の項目でございますけれ

ども、 
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0:22:58 ポンプ車の台数について、その 1セット 1台、2セットっていうも

のです。 

0:23:06 前回のヒアリングとかで他の条文に対する記載の適正化という形

でご説明を差し上げたかと思いますけれども、 

0:23:16 コメント回答として残っていた大本はこちらですと、 

0:23:21 で、こちらの回答を本日お示しして、注水設備と、及び除熱設備

として 1セット 2台、 

0:23:29 それゆえにセットで 4台になりますという記載を、52 条のコメン

トとして反映したものを、他場にも同じように展開していると。 

0:23:39 いうものでございます。 

0:23:42 52 条はそうですね。 

0:23:46 で、52 条の記載、適正化リストに参りますけれども、右下、32 ペ

ージからなんですけれども、ちょっとかぶってますが、 

0:23:57 33 ページの№10、 

0:24:00 これが、 

0:24:01 コメント回答と規制適正化リストダブっちゃいましたけれども、 

0:24:06 はい。はい。はい。はい。はい。はい。 

0:24:10 ですね、52 条は 

0:24:13 そんなところでする。 

0:24:17 ですね。はい。はい。 

0:24:22 53 条です。 

0:24:24 53 条は特記してご説明すると功労は、 

0:24:31 ございませんです。 

0:24:36 54 条は、コメント回答リストとかもないのですが、 

0:24:43 記載適正化リストの方、右下 41 ページになります。 

0:24:48 ナンバー一番。 

0:24:51 58 条を、の方で、確か、もともとヒアリングで事実確認いただい

たかと思いますけど空間線量率とか、 

0:25:03 線量当量率とかいろんなことバーで書いてあったんだけれども、

放射線量率に統一するという方針にしましたので、50 条にも、 

0:25:13 使用済み燃料ピットエリアモニターとか、そういったものがござ

いますので、そちらの説明の文章は、放射線量率に統一してござ

います。 

0:25:25 これが本文の方。 
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0:25:27 ナンバー8番は、54、補足説明資料 54－10 っていうやつですけれ

ども、 

0:25:34 この 54－10 という補足説明資料は、使用済み燃料ピットの監視計

器に関する、ご説明をした補足の説明資料です。こちらの資料、

書類の資料の方も、放射線量率、 

0:25:46 に用語の統一を図ってございます。 

0:25:53 その他は、はい。タイトルの修正とか、他条文との整合を図った

ようなものでございます。 

0:26:04 別個 15 条。 

0:26:06 55 条は特記すべきもの、56 条も特記してご説明するようすべきよ

うな部分は、 

0:26:18 ございません。 

0:26:20 56 条まで、以上ですが、 

0:26:27 あとは、本店とか、泊からＷＥＢ参加をしているメンバーがメイ

ンの担当なんですけれども、 

0:26:37 事前に当省、 

0:26:41 特記して、何かこう、数字が変わったとか、前提が変わったよう

なものでご説明すべきことはあるかと。 

0:26:49 いうことを事前に確認しまして、5758、59、 

0:26:55 60、6162 ともに、そういったものはないと。 

0:27:01 いうふうに聞いておりますので、まず私からはそのようにいたし

ますけれども、何かここでぜひ言っておきたいっていう人が、 

0:27:10 伊奈ます。 

0:27:12 大丈夫ですかね。私のこの説明で大丈夫でしょうか。 

0:27:18 いいですね。 

0:27:19 はい。 

0:27:20 はい。本店の方から、特段ございませんですね。はい。ありがと

うございます。では、設備側以上になります。 

0:27:37 北海道電力古谷でございます。技術的能力については先ほどの資

料 27 なあ。坂野。 

0:27:45 適正化課長リストの方で、 

0:27:49 1.11 なんですけれども、通し番号で 100 右下ページ 127 ページを

お願いいたします。 

0:28:06 番号でいきますと 7番、衛藤一番上のところなんですけれども、 
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0:28:13 ろ過水タンクの設置数、もともと 3号炉用として 2基でしたけれ

ども、 

0:28:22 12 号、123 号炉の共用の 2機がありましてそちらもＳＡ対応とし

て 3号炉のＳＡ対応として使用できますので 4基に、 

0:28:34 見直しをしてございまして、それによりましてその下の注水可能

水量ですねえと使用済み燃料ピットに、 

0:28:44 ろ過水タンクを使って消火ポンプで注水する、注水量通知注水可

能水量を出してたんですけどもその水量が倍になっているもの

と、 

0:28:55 それによりまして時間注水の可能時間を、が長くなってございま

す。 

0:29:03 それから、その下なんですけれども、先ほど 43 条の方で触れまし

た、使用済み燃料ピットに可搬型大型送水ポンプ車で注水する。 

0:29:14 流量が 47 から 25 立米パーアワーに変わりましてそれによりまし

て、注水可能時間を修正してございます。 

0:29:24 1.11 は以上になります。 

0:29:34 この通しページで右下の絵と 136 ページをお願いいたします。 

0:29:44 こちらは水源関係で、今申しました。 

0:29:48 ただ番号で 20 ナンバー26 になります。 

0:29:54 衛藤。 

0:29:56 ろ過水タンクの基数については 1.13 の水源の方でヒアリングで事

実確認がありまして 4キーに見直しますということでお伝えして

おりましてそれに関連する、 

0:30:10 ところをすべて修正してございます。概略系統図だけではなく各

条文にも、 

0:30:20 6 月負担交渉する手順は、多数ございますのでそちらにも含めてす

べて直してございまして、この適正化リストの中で整理してござ

いますので、 

0:30:31 詳細は説明を割愛させていただきますが修正してございます。 

0:30:42 それから技術的能力の右下のページでいきまして 160 ページをお

願いいたします。 

0:30:58 こちらはナンバーが 26 番ですね。 

0:31:05 添付資料の 1－16 の 12 番という添付資料 

0:31:12 資料最終室の排気各ダンパーの手動操作の成立性それから、 

0:31:19 アニュラスの排気系排気ダンパーの 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:31:25 ボンベでの操作というところの操作の成立性の中で被ばく評価の

記載をしてございました。 

0:31:34 資料最終室の排気ダンパーの方には補の原子炉補助建屋での操作

でアニュラスの排気ダンパーの方周辺ほうき等での操作というこ

とで、 

0:31:47 補助建屋の方には保守的に評価した場合でも、という記載がなく

って、ヒアリングの方でもコメントを事実確認を 

0:31:58 がありました。 

0:31:59 こちらについてはどちらも補修的に評価をしているということで

その場ではお伝えしておりまして、その下の通り修正をしてござ

います。 

0:32:11 被ばく線量は保守的に評価した場合でも 1ミリシーベルト未満と

なると、いうことと、その保守的に評価した部分に※を打ちまし

て、 

0:32:21 作業エリア及び移動日経路において最も線量率の高くなる場所に

余裕を見込んで設定した作業時間の間滞在し続けると仮定した線

量評価ということで補足を追加してございます。 

0:32:38 あと 1.17 でご説明する内容がございまして本店になりますが、鍋

田さん、説明事項をお願いしてよろしいですか。 

0:32:51 北海道電力山田です。私の方から、技術的能力 1.1 名の保護の記

載適正管理室の方をご説明したいと思います。 

0:33:01 資料の方が 27 の、資料 27 のページ数でいきますと、右下のペー

ジ 163 ページになります。 

0:33:12 ナンバーで言いますと 7番、一番上の記載になってございまし

て、 

0:33:18 こちらの方、手順の中の操作の成立性の部分で、従来から通信連

絡設備を整備するという記載をしておりましたが、 

0:33:29 10 分間の成功確認の結果、追加で移動経路の確保と防具、それか

ら照明の記載を追加させていただいております。 

0:33:41 私の方からのご説明は以上になります。 

0:33:46 北海道電力古谷でございます。衛藤技術的能力の説明は以上にな

ります。 

0:34:07 規制庁アキモトでそれではここまでのところで確認に入りたいと

思いますが、私のところで 

0:34:15 資料 28 は 1 件だけかな。 
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0:34:24 資料 28－41 ページで、先ほど説明いただいた放射線 

0:34:31 料率、 

0:34:32 の話は、これはこれで、 

0:34:35 理解はできるかなと思ったんですけど、今までちょっと横並びっ

ていうよりは、 

0:34:42 多いと。 

0:34:44 大飯女川との並びで見てたんですけど、そこの関係は何かあれで

すか、図。 

0:34:53 ずれると問題あるみたいなチェックっていうのはされてるってい

う理解でいいですか。 

0:34:59 何ていうんすか、今ってこれってあれですよね、条文間での整合

を図るて同一したいっていう意図ですよね。 

0:35:08 で、大井翁長。 

0:35:10 当間李って並べて練られたときも、別に問題ないっていう理解で

いいですか。 

0:35:19 北海道電力のイチタニです。具体的に比較表のページを見ていた

だくと、 

0:35:28 こうかと思いますけれども、資料番号でいきますと比較表は、資

料 13－5 番、 

0:35:40 て、 

0:35:44 で、 

0:35:45 比較表のページ番号でいきますと 54－9 ページとかになります。 

0:35:56 54－9 ページ目。 

0:35:58 はい。 

0:35:59 はい。 

0:36:00 下の方に、使用済み燃料ピット可搬型エリアモニターは、取りつ

けを想定する複数箇所の放射線量率と、 

0:36:09 いうところで大飯であれば、線量率いい方も線量率でしたけれど

もここを泊としては放射線量率というふうに、用語の統一を図っ

て、 

0:36:22 他のものではございますけれども、 

0:36:26 意味としては、使用済み燃料ピット区域の放射線量率を、ちゃん

とその可搬型のエリアモニターで推定することができるという部

分においては変わりはないと。 

0:36:40 考えてございますので、 
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0:36:44 等ござい 

0:36:48 技術的に何か変更になったりとか、そういった部分はないと考え

ております。 

0:38:36 ちょっと、あの形は北海道電力のイチタニです。経緯、 

0:38:41 的な部分をご説明いたしますと、 

0:38:45 小チラーもともと、58 条の方で、事実確認で用語が、 

0:38:54 何種類かありますねっていう事実確認をいただいたものと認識し

てございますんで、 

0:39:01 もともとこの使用済み燃料ピット可搬型エリアモニターって、 

0:39:07 ＰＷＲでは従来 54 条にしか書いていなかった。 

0:39:13 なんですけれども、 

0:39:14 ＢＷＲでは 58 条の計装設備側でも記載するように、 

0:39:20 なりました。で、 

0:39:24 泊としても 58 条でこの使用済み燃料ピット可搬型エリアモニター

に関する記載を、 

0:39:29 追加したんですけれども、 

0:39:32 そこで 

0:39:36 用語が統一されてないねっていうことで、58 条に反映しました。

結局、同じ使用済み燃料ピット可搬型エリアモニターのことを書

いている文章ですので、 

0:39:49 58 条で書いてる言葉と 50 条で書いてる言葉が違うのは、 

0:39:54 どう、ちょっとよくないと考えて 54 にも展開をしたものでござい

ます。 

0:40:01 はい。 

0:40:06 規制庁秋本です。とりあえず作業わかりました。 

0:40:12 はい。 

0:40:14 それで今ちょっとたまたまなんですけど 54 のこの 9ページで、 

0:40:20 直前の二つ、2パラ上というか、使用済み燃料ピット 3Ｍよ、で始

まるところなんですけど、 

0:40:29 青字で 3行目で非常用直流電源設備に加えてってあるんですけど

これってあれんどんなんか、 

0:40:37 新と旧で何か、所内常設直流電源設備に変えるって、 

0:40:42 言っておっしゃってたのと、何か、どういう関係になるんです

か。 
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0:40:58 北海道電力のイチタニです。ＳＡで使う、直流のバッテリー系の

設備を、所内常設蓄電式直流電源設備と、 

0:41:09 でございますけれども、ここはデービーの電源として、非常用直

流電源設備に加えてと。 

0:41:17 言ってる部分ですのでこの言葉が残っています。 

0:41:21 規制庁アキモトですあれですかね、もともと。 

0:41:25 非常用直流電源設備っていうのが、ＳＡも含んで、 

0:41:32 もともと書いてたんだけど、それをちゃんとしっかり、ＤＢとＳ

Ａで分けて、 

0:41:39 ＳＡのほうは所内蓄電亜硝ない常設蓄電式直流電源設備に変えた

っていうことですね。 

0:41:48 はい。北海道電力のイチタニです。おっしゃる通りでございま

す。 

0:42:26 規制庁水戸ですけども、いずれにしてもよろしいでしょうか。ど

うぞ。 

0:42:33 衛藤。今の話なんですけれども、 

0:42:36 先ほど適正化技師と説明していただいたときに、 

0:42:43 非常用直流電源設備を、所内常設蓄電式直流電源設備に名称を変

えましたっていうふうな説明だったんですけども、 

0:42:53 今説明していただいた通り、この二つは違うものですよね。 

0:43:00 医療用直流電源設備はＢのまだフェリーで、 

0:43:06 島委員、常設蓄電式。 

0:43:10 直流電源設備っていうのは、 

0:43:13 ＤＢのバッテリーを含むＳＡのバッテリー設備で、違うものです

よね。 

0:43:19 ただ単に名称変更したんではなくって、ものが違うわけで、そこ

ら辺はちゃんと認識されて、 

0:43:30 単に名称を統一したとかそういうんじゃなくて、書いてあったも

のが違うかったんで、違う名称をつけていたんで、正しい名称に

変えましたっていうそういう理解でよろしいんでしょうか。 

0:43:46 北海道電力のイチタニです。 

0:43:51 非常用直流電源設備の中に、蓄電池、 

0:43:57 エース 

0:43:58 Ｂ。 

0:43:59 Ｅとかがあるんですけれども、 
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0:44:03 それに、 

0:44:05 後備蓄電池、 

0:44:08 Ａ、Ｂを加えて、24 時間直流給電をできるような、不要な負荷の

切り離しも含めて、 

0:44:18 24 時間持たすアノ。 

0:44:21 直流の供給ができるようにする。 

0:44:24 ものを、所内常設蓄電式直流電源設備、 

0:44:30 と整理している。 

0:44:33 すいません 57 条、山本さん補足いただけないでしょうか。 

0:44:40 はい。本店から北海道電力の山本でございます。今、イチタニが

申し上げました通り、 

0:44:47 蓄電池非常用、こちらにつきましては直流電源設備ということで

ＤＢ設備でございます。平本さんおっしゃっていただいた通り、

衛星の方で言っております所内常設蓄電式直流電源設備、こちら

につきましては蓄電池非常用等後備蓄電池 

0:45:05 これらを足し合わせて 57 条の要求である 24 時間を達成させるよ

うに作っているものでございます。先ほどの質問事項としまして

は、 

0:45:17 その違いをしっかり認識してここの記載を変えているのかという

ことだと思いますけれども、そちらについてはＤＢで使うものに

ついては蓄電池机上のことを言っているので直流電源設備と非常

用直流電源設備という表現を使っておりまして、 

0:45:32 ＳＡで使用する場合には非情緒直流電源設備、蓄電池非常用です

ねこちらを含む蓄電池、 

0:45:42 後備蓄電池、それらをセットで 

0:45:46 将来、常設蓄電式直流電源設備と呼んでいるというものでござい

ます。補足は以上でございます。 

0:45:57 規制庁の平本です。理解しました。で、適正化リストの説明のと

ころが、 

0:46:08 57 条だったら大丈夫かなと思ったんですけど、46 条で、ちょっと

電源と違う。 

0:46:14 セクションでの話だったんで、そこら辺混同されてないかなと思

ってちょっと質問しただけです。 

0:46:21 理解してやられてるんであれば、いいと思います。 
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0:46:26 はい。北海道電力のイチタニです。ちょっと説明が悪く、申し訳

ございませんでした。 

0:47:00 それとは別の特殊くらいでございます。 

0:47:10 規制庁秋本です。 

0:47:12 今の話は何か図とかでわかるようなものって、 

0:47:19 何かあります。 

0:47:35 北海道電力のイチタニです。 

0:47:38 山本さん、単線結線図とか、 

0:47:42 そういったもので、デービーの範囲とＳＡの範囲わかるような、

になってる絵がもしあるようであれば、補足いただけたらと思い

ます。 

0:47:55 はい。北海道電力山本でございます。少々お待ちください。 

0:48:16 はい。北海道電力の山本でございます。資料 16－2 の 54 条のまと

め資料をご覧いただけますでしょうか。 

0:48:31 こちら資料 16－2 のａ．57－84 ページ、こちらに単線結線図、 

0:48:40 図 2．14－20 というものがございますので、こちらをご確認くだ

さい。 

0:49:03 はい。アノ．57－84 ページ、平。 

0:49:10 添付の 57－84 ページ、ＯＫです。 

0:49:13 はい。ありがとうございます。北海道電力の山本でございます。

こちらカラーで映しております。記載しております、図 2．14－

20。 

0:49:25 所内常設蓄電式直流電源設備の系統図でございます。こちら真ん

中が青い背景になってございまして、 

0:49:35 左側が赤い背景、右側が緑の背景になってございます。この赤と

緑の中にですね、 

0:49:45 同じような紫色の線で蓄電池括弧非常用ですとか、ＡＢ蓄電池非

常用、こちらがございますけれども、こちらが 

0:49:58 非常用の直流電源設備に該当する蓄電池非常用でございます。 

0:50:05 こちらの蓄電池非常用につきましては、ＤＢ設備でもあり、衛生

設備でもございます。 

0:50:13 ですので、通常状態についてはこの 9年、 

0:50:18 ラインで給電をするということになりまして、この蓄電池、 

0:50:25 で給電していくんですけれどもＳＡのときにはこの蓄電池だけで

は 24 時間もちませんので、真ん中の青い背景のところにあります
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Ａと同じぐらいの高さに記載しております。Ｂ、ＡＢ蓄電池、Ｂ

後備蓄電池、 

0:50:41 こちらの方を参入させまして 24 時間、給電すると。 

0:50:46 いう設備構成にしてございます。 

0:50:49 御説明になっておりますでしょうか。 

0:50:53 規制庁アキモトです。所内常設蓄電式何でしょう。直流電源設備

っていう範囲はどこになるんでしたっけ。 

0:51:04 はい。北海道電力の山元でございます。所内常設蓄電式直流電源

設備と申し上げておりますのはこちらに記載しております。蓄電

池非常用ミイ蓄電池非常用、 

0:51:15 あとの後備蓄電池、右の後備蓄電池、これらを組み合わせて所内

常設蓄電式直流電源設備等、言っております。 

0:51:31 こちら、図示しているのはここなんですけれども、まとめ資料、 

0:51:40 電波地の方にですね最初に所内常設直流、 

0:51:47 蓄電式の直流電源設備による給電ということで主要な設備という

ものを、この同じ資料の 

0:51:56 前から 3ページ目ぐらいですかね、57－3 ページこちらの方に記載

をさせていただいておりまして、こちらで設備としましては、蓄

電池非常用と後備蓄電池、 

0:52:08 あと充電器、こちらをセットで、所内常設蓄電式直流電源設備と

呼んでいると、いうことを記載してございます。以上でございま

す。 

0:52:21 規制庁秋本です。あれ、非常用直流電源設備、 

0:52:27 ていう等、あれ。 

0:52:29 蓄電池需要とＢ蓄電池以上なんでしょうか。 

0:52:35 はい北海道電力の山本でございます今、アキモトさーにおっしゃ

っていただいたご認識の通りでございまして、33 条の方でも記載

してございますけれども、こちらの方で 

0:52:49 蓄電池非常用、とびこれが社内、非常用の直流電源設備というこ

とで記載をしてございます。以上でございます。 

0:52:57 規制庁秋本です何となくわかったんですがこれ、この整理って、

先行は問わなんか違ってたりとか、何かします。同じ整理です

か。 

0:53:12 北海道電力の山本でございます。こちらの整理につきましては、

伊方 3号炉さんと同じような整理になってございまして、伊方 3
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号炉さんと比較をした形で比較表に記載をさせていただいており

ます。 

0:53:32 ちなみにですね少々お待ちください。 

0:54:23 すいません。資料 16－5 の 57 条の比較表をご覧ください。 

0:54:33 山本さん、一旦ちょっと待ってください。今、 

0:54:37 所長じゃない。はい。 

0:54:40 こちらの社内で話しておりますので少々お待ちください。 

0:54:44 はい。 

0:55:33 はい。北海道電力イチタニです。山本さん、こちらでお話をし

て、山本さんの補足。大丈夫です。 

0:55:44 ありがとうございます。 

0:55:47 はい。北海道電力ヤマモトで承知いたしました。以上でございま

す。 

0:56:13 はい、規制庁アキモトですし資料 20 はちいで何かほかあります

か。 

0:56:21 よろしければ、 

0:56:23 ちょっと資料 27 なあの技術的能力がワーですけど、 

0:56:38 と 18 ペイジーで 

0:56:41 103 番ですかね、島根の欄が、 

0:56:47 誤植でしたっていうのは、 

0:56:51 これはあれですかこの上っていうのが、タイピングをしてたから

とかそういう、 

0:56:56 ことですか。 

0:56:58 何か原因っていうか、 

0:57:20 すいません少々お待ちください。 

0:58:40 東海道電力量でございます。 

0:58:44 ＰＤＰＤＦのＤたをコピーいたしまして島根さんとの比較のとこ

ろの欄に貼り、 

0:58:57 付け、 

0:58:58 問、そういう誤記が発生すると考えてなかったんですけども、江

藤再度全体を見直した上で、 

0:59:10 いや、作業上で変換とか少し手を加えてしまったような状況があ

ったのが、原因ははっきりわからないところあるんですけれど

も、 
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0:59:23 全体見直して動きがありましたのでそういうものをすべて修正作

業を行いましたという経緯でございます。 

0:59:34 規制庁秋本です。とりあえず、わかりました。それで衛藤。 

0:59:39 25 ページですね。 

0:59:43 この 141 番の人数が増えてるっていうのは、これは何じゃけど 1

人ふやしてよっていう話。 

0:59:53 でよかった、あの前会合でやられてた話っていうことでよかった

んでしょうか。 

0:59:58 北海道電力古谷でございます。木本さんのご認識の通りでして消

火責任者というものを本部要員に追加しましたので反映をしてご

ざいます。以上です。 

1:00:21 規制庁秋本ですそれとあと 51 ページで、 

1:00:25 数字が変わっているようだ。 

1:00:29 たんですが、これは 5期ということなのか 172 番ですか。 

1:00:34 これ 

1:00:36 1.0．2 だから、 

1:00:39 何の時間でしたっけ。 

1:00:52 北海道電力古家でございます。本店側のアクセスルートの担当の

方、 

1:01:00 ナンバーの 172 番ですかね。ここの、 

1:01:04 時間の 

1:01:06 修正の理由わかりましたら、ご回答いただけますか。 

1:01:19 あ、北海道電力本店フチセです。 

1:01:22 あと今回アクセスルートの非ヤノ対象だったかちょっと認識して

なかったんですけども、ちょっと今、担当者呼んできますので

少々お待ちください。 

1:03:37 すいません北海道電力の石川ですけれども、すみませんの発言の

中でですね今日の対象の範囲じゃないみたいな発言がありました

けど、ちょっとそれは、ちょっと言い方としてはまずくてです

ね、今回ここに資料に入れてる以上は、説明の範囲だというふう

に私も認識しております。 

1:03:58 北海道電力の筒井です。失礼いたしました。 

1:04:03 北電イシカワですけれども引き続きですねここの部分単純誤記な

のか、それとも誤記訂正の経緯と、何かあったのかっていう点に
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ついては、今答えなくてもですねこのヒアリングの時間中に調べ

てもらって、そして準備ができ次第こちらに、 

1:04:18 説明してもらいたいなというふうに思います。藤田さんそれでい

いかな。 

1:04:21 いいすか。はい。 

1:04:25 規制庁秋本でそうするとあれ 57 ページとかも、1.0．2 シリーズだ

から、これも、 

1:04:33 今すぐ 

1:04:35 わかんないっすみたいな感じですか、ちょっとここも何か。 

1:04:40 何なんだろうなって。 

1:04:43 思ったことがあったんですけど、例えば 217 番とか、 

1:04:48 井戸区、 

1:04:50 何か建物の高さを修正しました。 

1:04:54 そんな簡単に修正できるもんなんでしたっけとかちょっと思っ

て、何か誤記だったのか、ちょっとよくわかんないなあとは思っ

てですね。 

1:05:02 恩顧答える人がいないところだったらまた後日でも全然構わない

んですけど、 

1:05:08 北海道電力のフジタ率申し訳ございません。ちょっと資料の出し

方が不適切だったかなというふうに思ってます。今回アクセスル

ートの伴Ｅは、 

1:05:19 日間ヒアリングとして、あんまり考えてなかったというところが

正直ありまして、はい。また別途ご説明させていただきたいと思

います。 

1:05:39 槙規制庁アキモトですそれではじゃあ、1.0．2 はまた後日という

ことでも構いませんので、はい。 

1:05:46 そしたら 119、 

1:05:49 ペイジーで、 

1:05:52 57 番、 

1:05:54 ですけど、 

1:05:55 これはあれですか今何か頑張っていらっしゃるＴＰは入ってない

けど、これはいいんですっけ。 

1:06:16 北海道電力少々お待ちください。 

1:06:46 発電所、夏井ですけどもこちらから回答よろしいでしょうか。 

1:06:51 はいお願いいたします。 
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1:06:54 はい。発電所、北海道電力夏井でございます。 

1:06:57 こちら資料を 1.8 の比較表を修正してございまして、こちらの方

に脇ＡＴＰがきっちり記載してございます。 

1:07:08 記載適正化小リストについてはＰＰが抜けてございました。大変

申し訳ございません。 

1:07:34 補足いたします。資料 10－4、お願いいたします。10－4 の、 

1:07:40 200、 

1:07:42 53 ページをお願いいたします。 

1:07:50 規制庁秋本ですその物を言うてるだけであれば大丈夫ですわかり

ました理解しました。 

1:08:37 規制庁秋本です。それ、続いて 122 ページは、 

1:08:43 これ適正化内容見てて、11 番とか 7番どっちでもいいんですけど 

1:08:48 ボリュームパーセントを入れましたってことなのかなって思った

んすけど分行って、 

1:08:55 文字で書いていらっしゃるんですか。 

1:09:03 北海道電力古谷でございます。基本部位は工事だと思いますけれ

ども、 

1:09:09 衛藤発電所、補足ありますか。 

1:09:20 発電所の松井です。少々お待ちください。 

1:09:26 北海道電力小松でございます。おっしゃるとフルヤがおっしゃる

通り部位は小文字でございます。適正化リストの方が、 

1:09:38 大文字となっておりまして、 

1:09:42 資料との不整合が発生している状況ですが、比較表と本体の方は

小文字で反映してございます。以上です。 

1:10:04 規制庁アキモトずつ理解しました。はい。じゃあ、続いて、127。 

1:10:11 ページですね。 

1:10:13 の 7 番ご説明いただいたとは理解してるんですけど、これはあれ

ですかね 

1:10:20 一応ちょっと念のための確認なんですけど主な変更ではないよっ

ていう理解でいいですか。 

1:10:28 はい。北海道電力古谷でございます。 

1:10:31 使用済み燃料ピットの注水の流量については、 

1:10:39 有効性評価側の所要評価条件の修正を条文間整合というかそ 

1:10:48 それを受けて修正したということで考えてまして。 

1:10:52 技術的能力としては 
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1:10:55 他条文からの反映というふうに考えてございます。 

1:10:59 ろ過水タンクについてはもともと手段としてありまして台数が増

えてはございますけれどもと自主対策設備というところもありま

して、 

1:11:12 こちらについては主な変更。 

1:11:15 というところでは考えておりませんで 

1:11:22 適正化で見直したというふうに考えてございました。以上です。 

1:11:28 規制庁アキモトですわかりました。それとあと、173 ページです。 

1:11:34 273 ページの 26 番なんですけど、 

1:11:40 その 2で 

1:11:44 1.0 との記載の整合っていうことで、さらに、 

1:11:50 班長の、 

1:11:51 元に貸したイシタニ機能班を配置するっていうのは、 

1:11:57 ちょっと、 

1:11:58 これ見た瞬間に、 

1:12:00 こういうことだっけなってちょっと疑問に思っちゃったんですけ

ど班長って班の中の、 

1:12:06 なんていうか、リーダーっていうか、なのかなと反響の下に昨日

本っていうのはあるっていう理解でいいんでしたっけ。 

1:12:30 北海道電力古谷でございます。緊対所の担当者の方、 

1:12:38 適正化率の 173 ページの№26 番なんですけれども、 

1:12:44 とは、さらに班長の下に機能班を配置するという記載なんですけ

れども、 

1:12:49 具体的に、ちょっと補足と、なぜ追加しているのかと補足と具体

的なところを提示していただけませんか。 

1:13:03 発電所から北海道電力トダテでございます。ちょっと資料確認し

ますので少々お待ちください。 

1:13:55 トダテでございますアノにつきましては、 

1:14:02 もともとこれ、技術的能力の 1.0 にも同様な記載がございまし

て、それを技術的能力の 1.18 にも記載しているものでございます

けれども 

1:14:13 今回付け加えておる部分が技術的能力 1.0 の方ではあったんです

がこちらの方で抜けていたので、差異の整合ということで追加を

したものでございます経緯としてはそういうことでございます。 
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1:14:28 班長の下に機能班ということでございますけれども班長組織の長

として、 

1:14:38 長人しておりますけれどもその下にいる、 

1:14:41 繁栄含めまして機能班ということでここで表現をしているもので

ございます。 

1:14:48 ご回答になっておりますでしょうか。 

1:14:56 当北海道電力古谷でございます班長のな、機能班の中の長とし

て、責任者として班長を配置しておりますのでちょっと文章、 

1:15:08 も、適切ではないと思いますので、ここの記載については見直し

たいというふうに考えます。以上です。 

1:15:19 規制庁アキモトでそうすると何かあれですかね 1.0 多分当該箇所

って、きっと大飯か女川か島根か。 

1:15:30 青野名和と一緒。 

1:15:45 ますか。 

1:15:46 今の資料の具体的な場所ですけれども、あと資料 20－4 番、 

1:15:56 1．18 の比較表の、添付資料 29 ページ。 

1:16:33 規制庁アキモトです該当ページは理解しましたので女川と同じに

しましたっていう理解ですね。 

1:16:42 はい。だったらあれじゃないすかねこれって、いいですけど、適

正化内容で技術的能力 1.0 との記載の整合っていうよりは、 

1:16:51 オノに合わせましたっていう方が、 

1:16:54 理解しやすかったっていうだけです。 

1:16:58 はい、わかりました。 

1:17:40 規制庁秋元です。そしたら資料 27 っていう、他の方、何かありま

すでしょうか。 

1:17:51 北海道電力、本店でございます。よろしいでしょうか。 

1:18:00 はい、衛藤東京からフルヤです。どうぞ。 

1:18:05 北海道電力山崎です。先ほど資料 27。 

1:18:10 中出オク、アクセスルート関係の 

1:18:13 ご質問があったかと思いますけれどもその回答をさせていただき

ます。 

1:18:18 年資料 27 の、 

1:18:21 772 番、すいません通しで右下 51 ページになります。 

1:18:32 ナンバー172 番。 

1:18:35 なんですけどもよろしいでしょうか。 
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1:18:38 どうぞ。 

1:18:40 はい。 

1:18:41 ここに記載されてます数値の変更なんですけれども技能の 1.14 の

タイムチャートの見直しっていうのを、2月 3月ごろに行ってまし

て、 

1:18:52 変更内容をそれを図る観点で修正しております。172 番以降ですね 

1:19:03 181 番の番号まで、これ技能 1.14 のタイムチャート変更に伴う資

料修正を行っております。 

1:19:12 主な内容については以上です。 

1:19:20 すいません北電イシカワですけども、今、誤記訂正ってなってる

けど、これ誤記って書いてあるのは、本来はもうもっと早く反映

すべきだったところが反映漏れてたっていう気持ちが入って動き

っていうふうな表現してんですかね。 

1:19:34 北海道電力山崎ですその通りでございます。本来であれば 2月 3

月時点で修正すべき内容だったのが漏れたという意味で、きちっ

と記載しております。 

1:20:53 規制庁アキモトでそしたら資料 27 は、とりあえずは以上で、 

1:21:01 中路です。もう 1件ございました。ございます。はい、どうぞ。 

1:21:08 ナンバー217 番、通しページ 57 でございます。 

1:21:15 いただいたご質問がラックと排気塔の名称と高さ変わってて、こ

れは 

1:21:24 大木なのか、今後変更するものなんでしょうかというご質問と思

いますけれども、こちらはこれから設備、 

1:21:34 変更するというものでございます。 

1:21:37 理由なんですけども、このイイダハタイトウの横にですね 3号の

放水ピットがございまして、 

1:21:45 向上の観点で、このＦＩＴがＳクラス施設。 

1:21:49 に位置付けがな、整理されまして、あと四条の方でですねリーダ

ーと廃棄等ですね、波及影響の観点で 

1:21:58 損壊したときに当たらないようにしたいということで、高さを見

直す工事というのを今後しようというものでございます。その回

答は以上でございます。 

1:22:17 規制庁秋本です何となくわかりました。ダクト排気孔っていうの

は、 
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1:22:26 どこにある、何の世代なんでしたっけちょっと前は通忘れてしま

ったんですけど、 

1:22:32 北海道電力の赤津ですものとしてはですね発電所のですね地下に 

1:22:41 ドドドーッて言うんですかね地下にダクトみたいのがあって、そ

れの換気するための 

1:22:49 提案っていうんですかねそういったものでございます。 

1:22:52 以上です。 

1:22:54 規制庁秋本です。何となくわかりましたそれで、これは 1.00。 

1:23:01 メートルっていうことですか。 

1:23:04 短くするとかそういうことなんですか。 

1:23:07 おっしゃる通りでございます。短くして、これがパントた時に、

スズキ周辺にあるピットに当たらないように、 

1:23:17 改造工事するというものでございます。 

1:23:23 規制庁秋本ですわかりました。 

1:23:27 そしたら資料 27 は、 

1:23:31 以上でよろしいでしょうか。他の方。 

1:23:37 規制庁の平本ですけども、ちょっときついんでしょうか。 

1:23:41 どうぞ。 

1:23:44 規制庁の平間です。 

1:23:47 資料 27 の 142 ページの、 

1:23:51 №19 をちょっと確認しておきたいんですけども、 

1:24:04 よろしいでしょうか。 

1:24:07 どうぞ。 

1:24:10 衛藤。 

1:24:12 適正化内容のところに、9がコントロールセンターＴＰＧ言語って

書いてあって、 

1:24:18 Ｃのところろうが何か、 

1:24:21 間違ってるのか、さっき竹野アノた、今のように見えるんですけ

ども、それでいいんでしょうか。 

1:24:30 東映北海道電力古谷でございます。 

1:24:33 これについては都心と旧が逆で動きになってございまして、 

1:24:39 コントロールセンターＢ系系受電後というものを、コントロール

センター、Ｂ系受電後に修正しております。それから正しい状況

でございます。 

1:24:51 大変申し訳ございません。誤記でございます以上です。 
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発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:24:58 規制庁の平本です。了解しました。私から以上です。 

1:25:05 規制庁秋本です。それでは、ちょっと個別ＩＩになっちゃうんで

すけど、 

1:25:13 ちょっと確認しておきたいなあと思ったのが、ちょっと 54 条の

節、まず設備ですけど、 

1:25:23 えーとですね比較表。 

1:25:25 こう見てもらいたい。 

1:25:29 とは思うんですけど、 

1:25:45 規制庁脇本です。資料 13－5 ですかね。 

1:26:25 キス 54－2 ページですね。 

1:26:30 で、 

1:26:31 ちょっと気、 

1:26:33 を見てて、 

1:26:36 藤大井のなんですけど、 

1:26:39 なんていうのは三原って言っていいのか、あれなんすけどなお、

ちゅ中段より下ぐらいのところでなお冷却及び水位下降により、 

1:26:51 純水完成状態で未臨界を維持できる設計とするっていう言葉が、 

1:26:57 あって、 

1:26:58 それっていうのは多分 

1:27:01 備考というの中で 

1:27:05 臨界防止は上二つの段落にそれぞれ記載をしましたっていうこと

を解説していただいていると理解はしたんですけど。 

1:27:15 臨界防止は確かに若い手はあるんですけど、ここって、多分、 

1:27:22 ＰとＣＰとしての、 

1:27:26 何ですかねその大事なところ。 

1:27:28 オオイワ。 

1:27:30 ポイントを押さえたのかなあって。 

1:27:33 気がなお書きですけど、知ってまして、 

1:27:37 あれですよねＰＷＲってぼアノ防災を、ＳＡＰの中にも入れて一

定通常は、だけどここでは許可上なのか、純粋完成状態で臨界未

臨界にできますよって、 

1:27:51 言わなきゃ、やっぱちょっと、 

1:27:53 足りないなと思って多分書いてあって、それって多分日合わせに

すると、 

1:28:00 それがベースが当たり前の純粋 
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1:28:05 だから、 

1:28:06 見えなくなっちゃうんだとは理解はしたんですけど、いや、だと

すると、やっぱりこれって、 

1:28:13 Ｐ特有の、 

1:28:15 ことって書かないとまずいんじゃないかなってまずいって言い方

はよくないですね、書かないと説明にならないんじゃないかなと

思ったんですけど、それってどう考えていらっしゃいます。 

1:28:41 少し資料を確認する時間をください。北海道電力イチタニです。 

1:33:14 はい。北海道電力のイチタニです。 

1:33:17 資料確認しましたところ、 

1:33:22 まとめ資料の本文、設置許可申請書になる部分に、純水という部

分が今当社の書類では現れておりませんので、 

1:33:34 当該の記載を追加することとしたいと思います。 

1:33:40 はい。 

1:33:52 規制庁秋本ですそれで、やっぱちょっと注意しなきゃいけないの

は、多分作業所、 

1:33:59 ＢＷＲも含めた先行の審査実績にならって書くっていうふうにや

っていらっしゃるるとは思う。理解してるんですけど。 

1:34:08 その関係で、 

1:34:10 Ｂ、ピー先行ＰＷＲで書いてたことが、 

1:34:15 何か抜けるようなことがあると。 

1:34:19 何ていうんでしょう。また、 

1:34:21 やり直しなのかちょっとわかりませんけど、 

1:34:24 足りないねっていうことになりかねないので、 

1:34:28 より、 

1:34:29 変えんなんすかね、別の場所に書いてありますとかは理解はでき

るんですけど丸々なんか読み、読みづらいっていうか重水冠水上

で今回、今回の場合だと純水冠水状態でっていうのが、 

1:34:43 読めないですねっていう話になるので、 

1:34:47 ていうところを、もしあるかどうかちょっとわからないんですけ

ど他の部分ちょっとたまたまこれ見てて、 

1:34:53 たまたま 

1:34:56 50 条を、 

1:34:57 見ててそう思っただけなので、 

1:35:01 ちょっと他のところでもう、 
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1:35:03 同じようなことがないかどうかは、改めてちょっと、 

1:35:07 そういう目線で、もう、 

1:35:10 見ていただきたいとは思うんですけど、どう、いかがですか。 

1:35:22 はい。北海道電力田口です。おっしゃってる意図を理解いたしま

した。我々、 

1:35:28 女川の構文に形を合わせていく中で、多いのかということをちり

ばめたようにしてしまってるところがあるかと思いますので、も

う一度、 

1:35:38 左右で並べてみたときに、バスと書いてた方がわかりやすいとこ

ろがないかというのを確認して必要なところを反映いたします。 

1:38:03 規制庁アキモトでそれとあと資料 11－5 の 52 条の比較表の、 

1:38:11 ％のところなんですけど、 

1:38:16 電源のところですね。 

1:38:48 規制庁アキモトです 

1:38:50 何となくこれで理解できましたんでもう 1回読んでて理解できま

したので、とりあえず大丈夫です。それとあと、 

1:38:59 手順側で 

1:39:03 添 4 なんですけど、 

1:39:12 添 4 は、 

1:43:26 規制庁アキモトですそれでは、 

1:43:33 コメント回答と記載適正カー関係とあとは、ちょっと確認したか

ったことは、 

1:43:42 柿木田野で聞けたので、 

1:43:47 あとは 

1:43:49 ちなみに補足説明資料というか、まとめ資料側で何か聞いておき

たいこととか、規制庁側からありますでしょうか。全体。 

1:44:01 全体っていい形はあれですけど、 

1:44:06 大丈夫すか。じゃあ残っているのが、あと、じゃあ、スパは報が

あるので、それ終わってからでも構わないので、じゃあ、資料 1

上のご説明お願いします。 

1:44:19 はい。北海道電力古谷でございます資料 1、パワーポイントについ

てご説明させていただきます。 

1:44:26 1 枚めくっていただきまして右肩 1ページ目です。 

1:44:32 指摘事項についてですけれども、説明資料、審査会合で次提示し

た説明資料について、 
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1:44:42 以下の内容等が確認された、条文間資料館での整合を図られた資

料を提示することというご指摘で、具体的にご指摘いただきまし

て 49 条、イトウ 1.6 では可搬型温度計測装置の名称。 

1:44:59 となって 48 条 1.5 では可搬型温度計測装置括弧格納容器再循環ユ

ニット入口温度、／出口温度となっていると。 

1:45:09 いうことと、46 条のほうの補足説明資料の容量設定根拠で、変更

前と変更後の記載になっているが 57 条の方では、そのような記載

になっていない。 

1:45:21 それから 47 条の方の補足説明資料の操作場所について、ＴＰＰの

記載がなく整合図られてないというご指摘でございました。 

1:45:32 回答下に書いております試験指摘事項を踏まえまして、技術的能

力審査基準、それから設置許可基準規則への適合状況説明資料で

せ、示しております。 

1:45:45 設備名称、建屋名称、高さ方向の位置の表示、等の用語記載表現

について条文化や資料間で整合を図るとともに、 

1:45:56 補足説明資料の容量設定根拠等の記載内容についても条文間の整

合を図るなど、 

1:46:04 資料全体の見直しを実施し、ご提示させていただきます。 

1:46:09 主な修正内容を、後程 232 ページ 3ページで示します。 

1:46:16 またこの条文間整合の作業にあわせまして、審査会合でアノを 

1:46:25 令和 5年の 5月 25 日に審査会合でお示ししましたけれども、 

1:46:30 重大事故等時の体制を強化する方針、可搬型大型送水ポンプ車の 

1:46:37 手順で要員を増員しますというご説明しましたがそれも府、その

関係の、 

1:46:43 と同様な手順について、自主的に整備する手順も含めて、 

1:46:48 技術的能力の資料の方へ反映して、資料全体の整合を図るなど資

料の変更を行ってございます。それらを主な変更内容として 4ペ

ージ 5ページの方にお示ししてございます。 

1:47:03 2 ページをお願いいたします。 

1:47:07 2 ページの方には設備名称、あと建屋名称、あと、ＴＰ等のその要

否記載表現の整合について記載してございます。 

1:47:19 一つ目のポツですけれども各資料に共通するような用語記載表現

についてはこれまでもですねリスト化して条文化の整合を図るよ

うに努めてきておりましたけれども、 

1:47:31 このリストを記載を追加して充実させまして、 
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1:47:39 再度そのリストとし、各資料等を照合することによって整合を図

るように修正してございます。 

1:47:46 下に主な修正内容の自営事例を書きましたが、 

1:47:51 左側が修正前と、右側が修正後で先ほどご説明した、非常用直流

電源設備と所内常設蓄電。 

1:48:01 式、直流電源設備、 

1:48:03 と記載していたものを、 

1:48:06 統一所内常設蓄電式直流電源設備に統一。それから、ご指摘いた

だいた可搬型温度計測装置から建屋名称については、 

1:48:18 原子炉建屋、 

1:48:20 は格納原子炉格納施設と、燃料取扱棟、それから周辺補機等で構

成されますので、操作補償特定して記載する必要がある場合に

は、原子炉格納施設等の個別名称。 

1:48:36 それ等、必要により書き分ける方針に統一いたしました。 

1:48:41 その一番下については 

1:48:44 操作場所を示す、高さ方法を表示するなどの場合にはテレビをつ

けるように統一してございます。3ページをお願いいたします。 

1:48:54 3 ページは、 

1:48:58 設置許可基準規則の補足説明資料の方の容量設定根拠についてで

すけれども、 

1:49:04 下の表は左側 46 条の修正前、こちら側の青枠で囲ってあるところ

が変更前と変更後というふうな記載になってます。 

1:49:14 真ん中が年今回修正後ということで、 

1:49:19 その変更前変更後というのを止めた内容で右側が 57 条の記載でご

ざいます。 

1:49:27 ポツのところに戻します。戻っていただきまして、容量設定根拠

については泊 3号炉の既工認で、 

1:49:36 容量設定根拠に関する説明書がありまして、不その既工認からの

変更箇所を明示する目的で変更前変更後と記載して、 

1:49:47 おりました。一方 54 条の方は、先行審査実績を参考にした記載と

なっていて、 

1:49:53 条文間で整合が図られていなかったことから、今回 57 条の先行審

査実績を参考にした。 

1:50:02 記載に統一を図ってございます。 

1:50:06 4 ページをお願いいたします。 
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1:50:09 ここからは、主な変更内容ということで適数、 

1:50:16 （1）番としては、 

1:50:17 岡井清を用いた可搬型大型送水ポンプ車による原子炉容器への注

水手順の要員と、 

1:50:24 作業時間の見直しとして記載してございます。 

1:50:28 前回の審査会合で、補助給水ピットへの補給それから燃料取替用

水ピットへの補給、使用済み燃料ピットへの注水のについては、 

1:50:40 有効性評価の制限時間に対応するに対するさらなる余裕時間の確

保の目的で、災害対策要員を三名から 6名に変更したということ

をご説明してございます。 

1:50:53 同じように、災害対策要員が、可搬型大型送水ポンプ車、同じ設

備を用いて実施する、原子炉容器水原子炉容器への注水手順につ

いても、 

1:51:06 要員数を統一。 

1:51:09 することで、運用性等の向上が図れること、さらに要員増員によ

って、作業時間の短縮にも繋がりますのでこちらも 3名から 6名

に変更してございます。 

1:51:23 同様に、自主対策の設備でもあります。でありますけれども、蒸

気発生系の注水から格納用系のスプレイの手順等も同様な変更を

行ってございます。 

1:51:38 あと下に左側が変更前のタイムチャート右側が変更後ということ

で、変更した部分に、青枠をつけまして、 

1:51:48 その変更内容についてはその下に吹き出しで青枠で変更内容とい

うことで番号を振って、 

1:51:56 変更内容がわかるようにしてございます。①番は 3名から 6名に

変更、②番のところについては 250 分から 200、200 分は短縮した

という状況でございます。 

1:52:10 5 ページ目をお願いいたします。 

1:52:13 5 ページ目については技術的能力審査基準の 1.8 の資料の中で、 

1:52:20 記載内容が資料館の整合が図られてない部分もありましたので主

な変更内容として記載してございます。 

1:52:28 5 月 25 日の審査会合で、1.14 の資料、それから、有効性評価の全

交流動力電源喪失の 

1:52:39 資料をご提示しております。その中では、代替非常用発電機から

の給電準備のタイムチャートは、 
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1:52:47 先行ＢＷＲ審査実績を踏まえて充実化を図っておりました。それ

が、 

1:52:53 下の図の 1になります。 

1:52:57 青枠囲った部分ですね 

1:53:02 吹き出しも右側に書いておりましたが、 

1:53:05 5 月 25 日の段階でこの電源関係と、有効性評価の方には先行審査

実績の内容を踏まえた記載にしていたと。 

1:53:18 上の所、文章の一方からですけども 3行目一方 1.8 の方の資料。 

1:53:25 ではその内容が見直し 

1:53:29 未反映だったという状況でございまして、 

1:53:32 それがそのす、一番下の方のネット図になります。左側が変更前

ということで、 

1:53:39 審査、5月 25 日の審査会合の段階で青枠のところ、 

1:53:45 なんですけれども、 

1:53:48 代替非常用発電からの給電んとかの時間が 15 分のみでしたけれど

も、右側、 

1:53:55 変更後ということで低圧母線まで受電する時間をお示しして、 

1:54:04 電源関係と、有効性評価との資料館の整合を図りましたという内

容で記載してございます。 

1:54:12 パワーポイントの説明については以上になります。 

1:54:23 規制庁秋本です。それでは確認に入りますアノ、まずは私からの 2

ページ目のところで、 

1:54:31 そっかさっき、 

1:54:33 説明してもらって、 

1:54:35 たので、 

1:54:36 大丈夫じゃ大丈夫なんですけど、このパワーポ見てて、1行目の 

1:54:44 非常用直流電源設備のところですけど、 

1:54:50 修正後に統一する、やっぱこれちょっと、 

1:54:54 わかりづらいん。 

1:54:57 オクないですかさっきご説明いただいた趣旨が、 

1:55:02 さっきっていうのは、ヒアリングの一番最初ぐらいで、 

1:55:05 説明していただいた趣旨が、 

1:55:08 いや、修正まいつが二つあったんですけどねって。 

1:55:13 修正後はこれに統一するんです。ただし、非常用直流電源設備っ

ていう言葉ももちろん残りますっていうのが、 
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1:55:21 これだとちょっとわからなくないですか。 

1:55:57 北海道電力古谷でございます。 

1:55:59 先ほどの電源の中での確認も踏まえまして 

1:56:06 非常用直流電源設備という名称をｂｅｎｏ中で、の名称というと

ころで残りますんで、 

1:56:16 ちょっと修正前の中ではそのデービーのその非常用直流電源設備

という名称と、ＳＡでのその後備蓄電池も含めた所内常設蓄電池

し、 

1:56:28 蓄電式直流電源設備という名称が混在していたという記載がちょ

っと足りなかったなというふうに考えております混在していた

と。その上で、 

1:56:38 修正後の方にはＳＡとして、 

1:56:42 所内常設蓄電式直流電源設備という言葉、 

1:56:48 設備名称で統一するという記載をすべきだなと考えますので、こ

こは、 

1:56:56 記載を充実化したいと思います。以上です。 

2:00:10 規制庁秋本です一番下の括弧記載例っていうのが、おそらくあれ

ですよね。10.3 以外もあるから、何かこれを括弧記載で、 

2:00:22 0 みたいな感じで書いていただいたのかなとは思うんですけど。 

2:00:28 何かここも、 

2:00:30 別に何か、 

2:00:33 そうですね。 

2:00:35 何だろう、ＴＰがついてなかったってだけの話を。 

2:00:38 ｔつけるようにしますっていうことなんだと理解するので、 

2:00:47 記載は、 

2:00:49 工夫をしていただければいいのかなと思います。 

2:00:54 北海道電力古谷でございます。了解いたしました一番下のところ

は、 

2:01:00 原子炉建屋とかいろいろ建屋があって記載例として書きましたが

逆、記載例は逆に下で、 

2:01:11 ＴＰがついているものとついてないものが混在していたというふ

うに文章を書いた上で、それの記載例をその下に書くべきだった

のかなというふうに思います右側、 
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2:01:22 操作場所を示すものとかの場合にはテレビをつけるように統一す

ると書いた上で、その下に記載例という形がいいのかなというふ

うに今思いましたので、工夫させていただきます。以上です。 

2:02:01 規制庁秋本ですあとは確認だけなんですけど 4ページのところ、

ワー、 

2:02:07 あれ、要するにというか、 

2:02:09 可搬ホースの人と、 

2:02:13 敷設する人と、ポンプ車の移動の人を分け、 

2:02:17 で、時間短縮をしましたっていう理解でいいですよね。 

2:02:23 北海道電力でございます。ご認識の通りでございまして右側のタ

イムチャートですね、上がホース紙延長回収車でホース敷設でし

たが、 

2:02:34 江藤純穂大型送水ポンプ車の準備ということで 2班に分けて時間

短縮したという形でございます。以上です。 

2:04:11 規制庁秋本ですあとは 5ページは、 

2:04:16 これは以前のヒアリングとかで、内容は理解はしているんですけ

どそのなんちゅうか低圧も入れるようにしたっていうのが、 

2:04:28 是枝と、 

2:04:30 あれですよなんか 15 分から 45 分になってるのが、 

2:04:35 何か 

2:04:37 何だかちょっとよくわかんない。 

2:04:41 中身がよくわからない。 

2:04:44 ことになっているので多分ＳＢＯの有効性に合わせましたよって

いう趣旨がわかればいいじゃいいんですが、 

2:04:55 下の 15 分から 45 分に、 

2:05:01 延びましたってところが、 

2:05:04 いまいち説明がなされてないので、 

2:05:07 疑問に思う方が結構いらっしゃるんじゃないかなとは、 

2:05:11 思うちゃうので。 

2:05:13 なんかそこもケアを、 

2:05:16 できませんかね。 

2:05:26 北海道電力古谷でございます衛藤。 

2:05:29 図 1 の、もともとあの会合、5月 25 日の審査会合でお示しした資

料の吹き出し細く右側にあるんですけれども、 
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2:05:42 そこにその先行審査実績を踏まえて充実を図ったというところが

あるんですけども、ここに充実を図った内容を少しここに補足を

入れて、 

2:05:56 わかりやすいように、適正化したいと思います。以上です。 

2:06:08 規制庁秋本です理解できました。そしたらその他、何かパワーポ

ありますでしょうか。規制庁側から。 

2:08:07 それじゃあ、パワーポ 

2:08:10 以上でよろしいでしょうか。 

2:08:13 で、それ、そうすると、北海道電力からの説明は以上でよろしい

でしょうか。 

2:08:28 衛藤北海道電力フレーズございます。こちらからの説明は以上に

なります。 

2:08:38 そしたら規制庁秋元です。とりあえず引き続き、資料は確認して

必要に応じて事実確認を行っていくということでしたいと思いま

す。 

2:08:52 その他何か。 

2:08:55 ありますでしょうか、規制庁側かがわから何かあります。 

2:09:01 言っておきたいことを規制庁のヒラモト、どうぞお願いします。 

2:09:05 いいですか。 

2:09:07 どうぞ、衛藤規制庁の平間ですけども。 

2:09:11 まとめ資料の方でもいいですかね。 

2:09:15 もちろんですど、どうぞ。 

2:09:19 藤。 

2:09:21 塗布、2点ほどあるんですけども一つは、55 条の技術能力の 1.12

なんですけども、 

2:09:32 資料の 14、4、 

2:09:35 技術的能力の比較表の 1.12 の 60 ページをちょっと見てもらいた

いんですけど、 

2:09:46 14－4 です。 

2:09:51 お願いしたいといたしますお願いいたします。 

2:09:56 60 ページですねそれと、1.12 の 61 ページ。 

2:10:01 もう一つですね。 

2:10:03 と同時に 55 条の比較表の方ですね。 

2:10:07 資料 14－5 の、 

2:10:11 比較表の、 
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2:10:13 55－16 ページ。 

2:10:23 これを見て思ったんですけども、 

2:10:31 よろしいですかね。 

2:10:38 どうぞお願いします。 

2:10:41 技術的能力の比較表の方の、 

2:10:45 図ですけども、 

2:10:49 1－12－60 ページの方に、 

2:10:52 燃料取扱建屋への放水の図が、 

2:10:58 泊はないんですよね。 

2:11:00 オオイワあってですね。 

2:11:02 一方、その 55 条の 

2:11:05 比較表を見てもらうと、 

2:11:10 燃料取扱棟への放水の、 

2:11:13 図があるわけですけども、 

2:11:16 技術的能力くうの方の、 

2:11:19 まとめ資料には、この 

2:11:22 年鳥居等への放水の図が全くもうなくなってるんですよね。 

2:11:29 これはそれでいいのかどうかっていうのをちょっと、 

2:11:33 確認した。 

2:11:40 少々お待ちください。 

2:12:27 あと北海道電力古谷でございます 

2:12:30 すみません発電所側でちょっと補足で切ればお願いしたいんです

けれども 1.12 の 60 ページの 

2:12:40 大容量送水海水送水ポンプ車の放水で、 

2:12:46 Ｃｖの方に放水する。 

2:12:49 系統図があります。手順は、 

2:12:52 燃料取替え。 

2:12:55 取り扱い等への放水の系統図も、手順もあると思いますし、 

2:13:02 使用済み燃料ピットでのスプレイの系統図、 

2:13:08 もうそちらは 1.11 にあると思いますけど、 

2:13:12 55 条と、 

2:13:14 張っている系統図がちょっと違うんですけれどもこの辺り、 

2:13:21 補足考え方、説明できますか。 

2:13:26 北海道電力、横川でございます。技術的能力 1.12 ですけども、 

2:13:33 図 1．12.1 図、こちらについては、女川の、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

2:13:39 図表に合わせまして、 

2:13:43 建屋外での放水、建屋内のほう素 1.1 の手順にございませんの

で、こちらの図で示す形で、Ｃｖ及び、 

2:13:52 燃料取扱棟への放水の済みとしてございます。 

2:13:58 55 条につきましては、 

2:14:02 伊方と同様の図表をＳＩＭＳ形としまして、 

2:14:06 使用済み燃料ピット使用済燃料貯蔵槽、 

2:14:11 燃料取扱棟、こちらの図表も載せた形。 

2:14:16 この状態で示す資料としてございます。以上です。 

2:14:30 規制庁の平本です。そしたら、1点。 

2:14:35 1.12 の 60 ページの方の、 

2:14:39 第 1－12－1 図っていうのは、これＣＶへの放水と、それから燃料

取扱棟への放水と両方を表現してるということなんでしょうか。 

2:14:52 北海道電力横川でございます。 

2:14:55 おっしゃる通りでございまして少しホースのかかっている先がＣ

ｖ側の方に寄っておりますけども手前側へも補正するという形で

こちらの図で示す。 

2:15:08 形としてございます。以上です。 

2:15:26 規制庁の平本です。意図はわかりました。 

2:15:31 それからもう一つ別のところで確認なんですけれども、 

2:15:38 資料の 16－4 ポンドは、 

2:15:44 1.14。 

2:15:46 1.1 の比較表なんですが、 

2:15:49 資料 16－4 の 2 分の 1の方の 62 ページをお願いします。 

2:16:10 1－14 の 62 ページですけども、 

2:16:17 北海道電力 0です。1－14 の比較表 62 ページですね開きました。 

2:16:23 はい。 

2:16:24 上からですね。 

2:16:26 ミナミだよね。 

2:16:32 14 行目にですね。 

2:16:35 所内常設蓄電式直流電源設備、 

2:16:39 について、 

2:16:41 8.5 時間、 

2:16:43 以内に負荷切り離しを行うと書いてあるんですけれども、 

2:16:49 これは設備の方の 
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2:16:52 資料は、 

2:16:53 8 時間後以降に、両負荷の切り離しを行うというふうにですね。 

2:16:59 修正今回修正されている。 

2:17:02 ようなんですけども、 

2:17:04 1.14 の方はここ以外も含めてあと何ヶ所かですね。 

2:17:09 8.5 時間以降に以内にというふうに、その前の記載が残っているん

ですけども、ここはどういう、 

2:17:19 北海道電力古谷でございます。ここは 8時 

2:17:25 間以降に切り離すということで記載を修正しようと考えておりま

して、まだ追いつい 

2:17:34 申し訳ございません追いついてない状況でして、ナナガⅡの 

2:17:42 次会合ですかね、この資料等では反映をして、 

2:17:49 ご提示したいと思っております。 

2:17:52 発電所側の何か補足ありますか。 

2:18:09 勝は、泊発電所この北海道電力小松でございます。7月、 

2:18:17 の一括提出に合わせて 

2:18:21 定款以降にということで修正する予定でございます。資料の反映

が追いついてなくて申し訳ございません。以上です。 

2:18:35 規制庁の平本です。了解しました。 

2:18:38 あと最後もう 1ヶ所なんですけども、 

2:18:41 それと同じ資料の 98 ページ、1－14、98 ページ。 

2:18:57 はい。98 ページ開きますお願いいたします。 

2:19:02 ここで、 

2:19:07 要員とそれから所要時間がもう書かれているんですけれども、 

2:19:15 もうその表現なんですけどね。 

2:19:17 約 105 分以内で可能とか、約 10、165 分であるというふうに 

2:19:26 衛藤書かれてるんですけども、ここは、 

2:19:29 他のところで和訳をつけずに何分以内で可能というふうに成立性

を確認したことが書かれている。 

2:19:39 ようで、ここだけちょっと表現が違うんですけども、 

2:19:43 記載の統一について確認したいんですが、 

2:19:49 北海道電力布田でございます。 

2:19:51 こちらはまず何々まで約何分という記載。 

2:20:00 約何分以内で可能であるという記載と、混在していることと訳が

ついてない。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

2:20:10 約月なく、何分以内で可能であるという記載と混在してるところ

がありますこちらも、申し訳ございませんこの 

2:20:19 今回の資料では修正できてませんでしたが次回 

2:20:24 0 分以内で可能であるという記載に統一することで修正いたしま

す。 

2:20:31 もし、修正が間に合わず申し訳ございません。以上です。 

2:20:38 規制庁の平本です。了解しました。私からは以上です。 

2:20:45 規制庁の木本ですそれではじゃあこちらからは以上ですのでこれ

からもなければ、以上にしたいと思いますがよろしいでしょう

か。はい。 

2:20:55 じゃあ、今日のヒアリングは終了します。お疲れ様でした。 

 


